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農業委員会視察調査の様子
　10月17日と10月31日に平成28年１月にオープンし
た、獣肉処理加工施設を運営する株式会社山恵（新
盛町）を訪問しました。株式会社山恵は、有害鳥獣
駆除や狩猟で捕獲されたイノシシを解体し、肉を販
売しています。施設見学を通じて、有害鳥獣害駆除
に対する理解を深めました。

発行／豊田市農業委員会
　　TEL/0565-34-6639　FAX/0565-33-8149
　　Emeil：nousei@city.toyota.aichi.jp
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豊
田
市
南
部
給
食
セ
ン
タ
ー
北
の

田
圃
の
中
に
長
さ
70
メ
ー
ト
ル
、
幅

14
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
ハ
ウ
ス
が
３

棟
並
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
先

は
、
竹
元
町
の
洋
ラ
ン
栽
培
者
、
近

藤
靖
志
さ
ん
で
す
。

　

施
設
を
訪
問
し
た
９
月
は
、
段
戸

山
に
て
避
暑
中
で
、
２
棟
の
空
ハ

ウ
ス
は
２
万
鉢
の
洋
ラ
ン
の
帰
り
を

待
っ
て
い
る
状
態
で
、
綺
麗
な
花
を

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
棟
の
ハ
ウ
ス
に
は
、
細
長
い
緑

の
葉
を
茂
ら
せ
た
、
生
育
１
年
目
の

洋
ラ
ン
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

洋
ラ
ン
は
暑
さ
を
嫌
う
た
め
、
６

月
中
旬
か
ら
３
ヶ
月
間
は
、
涼
し
い

山
で
過
ご
す
そ
う
で
す
。
年
間
、
約

１
万
鉢
を
11
月
～
12
月
に
か
け
て
出

荷
さ
れ
ま
す
。
出
荷
ま
で
に
は
３
年

間
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

苗
は
四
国
の
徳
島
県
や
香
川
県
か

ら
購
入
し
、
毎
年
、
一
回
り
大
き
い

鉢
に
植
え
替
え
て
い
き
ま
す
。
家
族

３
人
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
植

え
替
え
が
忙
し
い
時
期
に
は
、
２
～

３
名
程
の
パ
ー
ト
を
雇
う
そ
う
で
す
。

洋
ラ
ン
は
、
水
は
け
の
よ
い
土
を
好

む
た
め
、植
え
替
え
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
産
の
木
の
皮
を
細
か
く
し
た

土
を
使
っ
て
み
え
ま
す
。

　

靖
志
さ
ん
は
、
洋
ラ
ン
の
一
種
で

あ
る
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
を
中
心
に
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
花
の
色
は
３
、４
色

ほ
ど
。
１
日
１
回
朝
に
水
や
り
を
し
、

ま
た
避
暑
中
の
苗
へ
は
段
戸
山
ま
で

片
道
１
時
間
か
け
て
向
か
い
、
週
に

３
回
の
水
や
り
は
欠
か
せ
な
い
そ
う

で
す
。

　

靖
志
さ
ん
は
、
お
父
様
か
ら
農
業

を
引
き
継
が
れ
た
２
代
目
で
す
。
現

在
、
豊
田
加
茂
地
区
の
洋
ラ
ン
部
会

の
部
会
長
を
務
め
て
み
え
ま
す
。
以

前
は
40
名
程
度
で
あ
っ
た
会
員
数
が
、

今
で
は
９
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
相
互
の
情
報
交
換
な
ど
を
中
心
に

活
動
し
て
み
え
ま
す
。

　

近
年
、
洋
ラ
ン
の
愛
好
家
が
減
少

し
、
需
要
が
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
た
め
、
洋
ラ
ン
の
栽
培

者
も
少
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
今

後
洋
ラ
ン
の
愛
好
者
が
増
え
る
こ
と

を
祈
念
し
、
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
谷 

幹
夫
委
員
）

竹
元
町 

近
藤 

靖
志
さ
ん

洋
ラ
ン
と
共
に
三
十
五
年

農業者農業者農業者農業者
紹介紹介紹介紹介紹介
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露
地
栽
培
で
は
、
品
質
の
良
い
も

の
を
継
続
的
に
作
る
の
が
難
し
い
ト

マ
ト
栽
培
で
す
が
、
環
境
制
御
型
の

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
ト
マ
ト
栽
培
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
農
家
さ
ん
が
い

ま
す
。
今
回
は
、
鴛
鴨
町
の
大
橋
園

芸
（
経
営
主 

大
橋
鋭
誌
さ
ん
）
で
、

ト
マ
ト
栽
培
を
担
当
さ
れ
て
い
る
畦

元
翔
太
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
で
、
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス

栽
培
は
一
段
と
進
歩
を
遂
げ
て
お
り
、

関
心
は
あ
っ
た
も
の
の
、
導
入
に
は

莫
大
な
必
要
費
用
が
障
害
と
な
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

栽
培
施
設
の
開
発
会
社
か
ら
の
提

案
に
よ
っ
て
、
環
境
制
御
型
で
あ
り

な
が
ら
低
コ
ス
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が

可
能
と
な
り
、
今
年
か
ら
実
証
栽
培

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
は
軽
量
で
丈
夫
な
資
材
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
柱
の
本
数
を

減
ら
し
、
効
率
よ
く
ト
マ
ト
に
太
陽

光
が
あ
た
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

風
速
30
ｍ
の
強
風
に
も
耐
え
ら
れ
、

ハ
ウ
ス
を
取
り
囲
む
硬
質
フ
ィ
ル
ム

は
、
張
り
替
え
な
し
で
20
年
間
も
透

明
性
を
保
ち
続
け
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
出
入
口
を
ネ
ッ
ト
で
遮
断
し
て

い
る
た
め
、
虫
の
侵
入
が
抑
え
ら
れ
、

病
気
も
出
に
く
い
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

気
温
の
調
整
や
水
や
り
は
、
シ
ス

テ
ム
制
御
に
よ
り
自
動
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
人
の
手
に
よ
る
芽

か
き
作
業
の
遅
れ
と
、
季
節
の
変
わ

り
目
に
あ
わ
せ
た
温
度
調
整
を
、
い

か
に
設
定
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら

の
課
題
だ
そ
う
で
す
。

　

27
ａ
の
ハ
ウ
ス
に
は
、
７
千
２
百

本
ほ
ど
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
８
ヶ
月
間
に
及
ぶ

長
期
栽
培
に
適
し
た
品
種
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
橋
園
芸
で
は
、
見

た
目
が
柿
の
よ
う
に
黄
色
い
桃
太
郎

ゴ
ー
ル
ド
が
４
分
の
１
、
残
り
の
４

分
の
３
が
赤
い
桃
太
郎
ホ
ー
プ
と
い

う
品
種
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
通

常
で
あ
れ
ば
ト
マ
ト
の
旬
は
５
月
・

６
月
の
２
ヶ
月
ほ
ど
で
す
が
、
こ
の

品
種
は
８
月
の
終
わ
り
ご
ろ
に
植
え

て
、
11
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
の

８
ヶ
月
間
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ト
マ
ト
の
適
温
で
あ
る
25
度
か

ら
28
度
に
室
温
を
保
つ
た
め
に
、
冬

場
は
暖
房
装
置
で
温
風
を
送
り
、
光

合
成
の
促
進
の
た
め
、
二
酸
化
炭
素

を
発
生
さ
せ
る
機
械
も
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

桃
太
郎
ゴ
ー
ル
ド
は
青
臭
さ
が
少

な
く
、
ほ
ど
よ
い
甘
み
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
と

し
て
商
品
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
み

え
ま
す
。

　

野
菜
農
家
の
少
な
い
豊
田
市
で
、

ト
マ
ト
を
栽
培
作
物
と
し
て
選
択
し

た
大
橋
園
芸
の
今
後
の
展
望
は
、
気

候
の
涼
し
い
岐
阜
県
中
津
川
市
で
の

ト
マ
ト
栽
培
と
の
こ
と
。
豊
田
市
内

で
ト
マ
ト
が
収
穫
で
き
な
い
夏
の

４
ヶ
月
間
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
、

来
年
か
ら
栽
培
の
計
画
を
立
て
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
も

市
内
３
ヶ
所
で
経
営
さ
れ
て
お
り
、

最
先
端
の
施
設
で
育
っ
た
野
菜
が
身

近
な
も
の
と
な
る
日
は
近
い
と
い
え

ま
す
。

（
天
野 

末
広
委
員
）

鴛
鴨
町 

大
橋
園
芸（
畦
元 

翔
太
さ
ん
）

温風発生装置

水、肥料の管理

最
先
端
施
設
で

　
ト
マ
ト
栽
培
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○
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

▼
農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

　

旧
法
で
は
任
意
の
業
務
で
あ
っ
た

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
業
務

が
、
必
須
の
業
務
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
②
農
地
利
用
状
況
調
査
、
意
向

調
査
に
よ
る
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
③
新
規
参
入
の
促
進
に
関
す

る
業
務
で
す
。

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

　

農
業
委
員
と
は
別
に
、
担
当
地
区

に
お
い
て
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推

進
す
る
農
地
利
用
最
適
化
委
員
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

▼
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
選
出
か
ら
、

市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

す
る
方
法
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
農

業
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
業
者

や
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
そ
の
他

関
係
者
か
ら
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
、

同
時
に
公
募
も
行
い
ま
す
。

○
改
正
後
の
新
体
制
に
つ
い
て

▼
農
業
委
員
の
定
数
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
19
人

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
45
人

▼
任
期 

平
成
29
年
７
月
20
日

　
　
　
　
　
　

～
平
成
32
年
７
月
19
日

　

両
委
員
と
も
に
２
月
の
１
ヶ
月
間

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
委
員

《
任
命
要
件
》

１ 

議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が
任
命

し
ま
す
。

２ 

対
象
者
は
、
農
業
に
関
す
る
識
見

を
有
し
、
農
業
委
員
会
の
業
務
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

で
す
。

３ 

農
業
委
員
19
人
の
う
ち
認
定
農
業

者
が
半
数
（
10
人
）
必
要
と
な
り

ま
す
。

４ 

青
年
及
び
女
性
を
積
極
的
に
登
用

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

５ 

利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
を
含
む

こ
と
（
中
立
的
な
立
場
と
し
て
、

農
業
に
従
事
し
て
い
な
い
広
範

な
者
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

６ 

全
域
か
ら
の
公
募
と
な
り
ま
す
。

候
補
者
は
、
自
治
区
や
農
事
組

合
、
農
協
、
土
地
改
良
区
な
ど
農

業
者
が
組
織
す
る
団
体
か
ら
の

推
薦
と
自
薦
と
な
り
ま
す
。

◎
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

《
委
嘱
要
件
》

１ 

次
期
農
業
委
員
会
で
承
認
後
、
農

業
委
員
会
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

２ 

対
象
者
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す

る
者
で
す
。

３ 
推
進
委
員
は
担
当
地
区
を
決
め
、

そ
の
地
区
内
で
活
動
を
し
ま
す
。

４ 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農

業
委
員
と
兼
務
は
で
き
ま
せ
ん
。

５ 

地
区
割
で
の
公
募
と
な
り
ま
す
。

候
補
者
は
、
自
治
区
や
農
事
組
合

な
ど
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体

か
ら
の
推
薦
と
自
薦
と
な
り
ま

す
。

　

市
内
の
遊
休
農
地
解
消
、
新
規
就

農
促
進
の
た
め
、
農
地
法
第
３
条
の

下
限
面
積
（
農
地
取
得
に
必
要
な
最

低
耕
作
面
積
）
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
改
正
日

　

平
成
28
年
10
月
１
日
（
土
）

○
内
容

　

①
改
正
後
の
下
限
面
積 

農
業
振
興

地
域
内
…
市
内
全
域
10
ａ
、
農
業
振
興

地
域
外
…
旧
豊
田
・
藤
岡
・
下
山
30
ａ
、

旭
・
稲
武
・
小
原
・
足
助
…
20
ａ

※
農
地
取
得
に
は
農
家
資
格
が
必
要

　

②
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
で
空
き
家

を
買
う
方
…
農
家
で
な
く
て
も
、
１

ａ
以
上
10
ａ
未
満
の
空
き
家
に
付
属

す
る
農
地
を
取
得
可

○
問
合
せ 

農
地
の
取
得
に
つ
い
て 

農
業
委
員
会
（
℡
34
・
６
６
３
９
） 

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て 

地
域
支
援
課
（
℡
34
・
６
６
２
９
）

豊
田
市
は
平
成
29
年
７
月
か
ら
新
体
制
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

　

法
律
の
改
正
に
つ
い
て

農
地
法
第
３
条
の

下
限
面
積
見
直
し

TOPICSTOPICSSSSTOPICTOPICSTOPICS
紹介紹介紹介紹介紹介
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～農業委員会からお知らせ～

＜今年度は農地基本台帳の調査は行いません＞

（問合せ）
豊田市農業委員会事務局
TEL：（０５６５）３４－６６３９
FAX：（０５６５）３３－８１４９

　　　　　　※新しいシステムの整備事業とは？

　全国の農業委員会が保有している農地基本台帳の情報を

１つに集約し、農地情報を一元化。パソコン上で担い手に農

地を集約できるよう、新しい仕組みを作るためのものです。

農地基本台帳の調査とは？

　農業委員会では「世帯情報」や「農地の一覧」などを記載した

農地基本台帳を作成しております。

　また、台帳の整備のため毎年1回、調査票を送っています。

（※平成27年度は、12月に約14,000世帯を対象に発送しました。）

　平成２８年度より新しいシステムの整備に

向けて準備に入っています。

　現在、農地基本台帳の改編作業を行ってい

るため、今年度は農地基本台帳の調査票を郵

送いたしませんので、ご了承ください。
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全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
金
曜
日
発

刊
の
新
聞
で
農
業
の
話
題
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
読
む
の
は
大
変
、

１
ヶ
月
だ
と
遅
い
と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん

に
ぴ
っ
た
り
の
新
聞
で
す
。
全
国
農
業

新
聞
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

分
か
り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解
説

② 

経
営
・
流
通
の
最
新
情
報
が
満
載

③ 

く
ら
し
と
地
域
に
活
力
を

④ 

女
性
の
元
気
を
応
援

⑤ 

文
字
が
大
き
く
読
み
や
す
い

■
購
読
料　

月
７
０
０
円

■
申
込
み　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務

局
（
℡
34
―
６
６
３
９
）

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
将
来
の
安
心
を

お
届
け
す
る
農
業
者
年
金
に
ご
加
入

さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

農
業
者
年
金
は
、

加
入
者
・
受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
に
く

い
積
み
立
て
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の

公
的
年
金
で
す
。
貯
金
す
る
感
覚
で
加

入
で
き
、
税
制
面
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　

①
60
歳
未
満　

②

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者　

③
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人 

以
上
の
要
件
を
満
た
す
人

※
配
偶
者
や
後
継
者
等
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
保
険
料　

月
２
万
円
～
６
万
７
千
円

の
間
の
千
円
単
位
で
自
由
に
保
険
料
が

選
べ
、
60
歳
に
な
る
前
月
ま
で
積
み
立

て
ら
れ
ま
す
。
加
入
・
脱
退
も
気
軽
に

で
き
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か　

認
定
農
業
者
等
は
助
成

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
田
市
農
業

委
員
会
事
務
局
（
℡
34
―
６
６
３
９
）、

ま
た
は
あ
い
ち
豊
田
農
協
（
℡
31
―

２
３
２
６
）

　

農
地
バ
ン
ク
は
、
管
理
で
き
な
い
農

地
を
持
つ
所
有
者
が
、
農
業
委
員
会
に

農
地
を
登
録
し
、
借
り
た
い
方
へ
農
業

委
員
会
が
斡
旋
を
行
う
制
度
で
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局
の
窓
口
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

荒
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
か
ら
、
農
地
法
に
基
づ
き
今

後
の
利
用
を
促
す
通
知
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
草
刈
り
な
ど
が
さ
れ

て
い
な
い
と
、
近
隣
の
農
作
業
に
支
障

が
出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

農
地
の
適
切
な
管
理
へ
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
管
理
が
難
し
い
農
地
に

つ
い
て
は
、
農
地
バ
ン
ク
へ
の
ご
登
録

や
、
農
業
者
へ
の
斡
旋
な
ど
、
農
業
委

員
会
で
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務

局
（
℡
34
―
６
６
３
９
）

■
農
地
を
借
り
た
い
人　
「
借
受
希
望

者
の
募
集
」
に
応
募
（
６
、９
、１
月
）

■
農
地
を
貸
し
た
い
人　

原
則
10
年
以

上
の
貸
付
け
と
な
り
ま
す
。

■
メ
リ
ッ
ト　

農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
じ
て
農
地
の
貸
借
を
す
る
こ
と
で
、

借
り
手
は
農
地
の
集
積
・
集
約
が
で
き
、

貸
し
手
は
機
構
集
積
協
力
金
や
固
定
資

産
税
の
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
交

付
要
件
等
有
）

■
問
合
せ　

豊
田
市
農
政
課
（
℡
34
―

６
６
３
９
）、
ま
た
は
あ
い
ち
豊
田
農

協
（
℡
31
―
２
４
６
０
）

お
得
情
報
が
満
載
！

　
　
　

全
国
農
業
新
聞

農
家
の
味
方
農
業
者
年
金

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活

用
し
ま
し
ょ
う

農
地
バ
ン
ク
を

　

ご
活
用
く
だ
さ
い

農
地
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

編
集
後
記

　

今
年
度
も
農
業
委
員
会
だ
よ
り

を
こ
こ
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
農
業
者
紹
介
」
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
号
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
で
は
、

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
豊
田
市

で
の
新
体
制
移
行
等
に
つ
い
て
紹

介
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
業
に
役
立
つ
情

報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

耳
寄
り
な
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長 

今
井 

靖
）


